
つる性野菜のネットストッパーを使うメリットあれこれ

ネットストッパーのメリット 3分で分かる



しかし、「結ぶ」という動作は、とても大変な作業です…

はじめに

つる性野菜の生育時、ネットを支柱に固定するときどうしていますか？

支柱毎にしゃがんで結ぶため
作業効率が悪い

腰を丸めての作業で
腰が痛い

手袋をしていると
結びづらい

支柱とネットを紐で「結ぶ」方がほとんどだと思います



ひもを結んで固定

ネットストッパーを使えば、しゃがんで結ぶ手間が省け、ワンタッチで作業完了

課題を解決し、作業の「簡素化」と「効率化」を実現

ネットストッパーでワンタッチ固定

茄子
黒豆 長芋 キュウリ

スナップ
エンドウ インゲン ゴーヤ ピーマン

ハウスバンド、PPテープ、
紐等をしっかりと抑える

簡素化・効率化UP!!



ネットストッパーを使えば、ワンタッチであっという間に完了

こんなにも時間が短縮されます！

ネットストッパーを使用で2秒
ワンタッチで完了

紐で結ぶのに約35秒
手がかじかんでいるともっとかかります

紐で結ぶ場合 ネットストッパー
約35秒 約2秒



空いた時間は、家族サービス、SNSの更新、次の生産準備など、自由に使えます！

ネットストッパーで時間が生まれる

紐で結ぶ場合 ネットストッパー

×

200分

＝

2分約35秒

一本当たり

× ＝
約2秒

一本当たり

約8秒

13分
100本作業すると…

約3時間も短縮することができる!

4カ所1カ所 4カ所1カ所



製品特徴

斜めから固定して、ワンタッチで作業終了

マイナスドライバー用の溝

3

ハウスバンド、マイカー線、
紐を固定する溝

2

斜めから固定するのがコツ

1

各種ネット

ホールド力の劣化が
起こりにくい樹脂を使用

4

横誘引の紐

つるあり野菜のネットストッパー



葉スレから「傷」を守ります

風でネットがバタつくと結び目が緩み、葉スレが起こりやすくなり、
葉スレを起こした部分は変色し、商品価値が下がってしまいます…

ネットストッパーを使えば

風にも、実の重さにも負けず大事な作物を守ります

紐で結んでいる場合、葉がおい茂ってくると、紐を見つけにくいですが、
ネットストッパーはついている場所が一目瞭然なので、付け直しもスムーズです



喜びの声をいただいています

東京都 M奈様（農家様）

茄子の生産時に使用

Twitter モニター募集 三重県 主婦

家庭菜園のキュウリに使用

枝のトゲが茄子に擦れると品質が悪くなって
しまい、安く販売する事になっていました。
紐で結んでいたときは、結び目に遊びが多く
誘引紐がしっかりと固定出来ませんでした。
ネットストッパーだと、誘引紐をしっかりと固定
できるため葉スレを起こすことが減りました。

今まではネットを支柱に紐で結んでいました。
紐を使用しているときは、ネットが緩くなり
つるが上手く伸びていかなかったのですが、
ネットストッパーを利用する事で、ネットを
ピンと張れるため生育が上手くいきました。

次のシーズンも
使用したい

安定した商品生産 破棄量が減少 売上UP 正しい生産方法 収穫量UP

生産者様の声



製品ラインナップ

info@sunflora.jpお問い合わせ

支柱サイズ16mm用 支柱サイズ19mm用 バネ付き19mm用 バネ付き22mm用

10本入り 支柱16mm用 10本入り 支柱19mm用

安心の日本製

180mm

株式会社サンフローラ

185mm

130mm130mm

03-6666-3755


